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はじめに

終戦の日、人々はさまざまな思いでその日を迎えました。それからもう６ ５

年の年月が経ちました。戦争の悲惨さを体験している人々は、徐々に減ってき

ています。今年、本館の「平和を求めて」図書館資料展のテーマは、『戦前・戦

中・戦後を生きた子どもたち』です。

６５年前に日本が戦争をしていたこと、豊橋にも空襲があり、爆撃による大

きな被害があったこと、広島・長崎に原子爆弾が落とされたことなどを、知ら

ない大人や聞いても理解できない子どもたちが増えています。

当時の子どもたちは、戦争という厳しい状況の中で、いったいどのように暮

らし、生き抜いてきたのでしょうか。本資料展を通して、これからを生きる子

どもたちや若い人たちに、戦争の悲惨さや平和の大切さを少しでも伝えられた

ら幸いです。
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